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Iはじめに

近年，ラムサール条約が広く認知され，鳥類の

生息環境としての湿原の重要性が再認識されてき

ており，全国で湿原の鳥類調査が行われている．

秋田市金足女潟は，貴重な湿原植物群落として昭

和62年に県の天然記念物指定を受けている．この

女潟の鳥類相に関する報告は，周辺の小泉潟地域

を含めたものとしで，佐藤(1986)がある．しか

しながら，この報告は湿原の周囲の二次林等の環

境に生息する鳥類も記録したものとなっており，

純粋に湿原だけを利用している鳥類相に関する報

告はまだなされていない．本調査は対象地域を湿

原内に限って継続調査していくものであるが，今

回は今年度行った春期～初冬期までの調査で得ら

れた知見を報告する．

Ⅱ調査地の概要

女潟は秋田県秋田市北部の平野に位置し，隣接

秋田

する男潟とその周辺地域を含めて，小泉潟公園と

して，県民の憩いの場となっている．男潟が約

35.6haのほぼ全面が開放水面であるのに対し，女

潟（約23ha)の大部分はヨシ・マコモが繁茂し，

ガンカモなどの水鳥以外の鳥類も多数生息してい

る．潟の最も外側はハンノキ林で低木のヤナギな

どが自生している．今回の調査対象区域に含まな

い潟の周辺部にはコナラニ次林やスギ二次林があ

り、他に様々な植物が植栽されている．

Ⅲ調査方法

調査は，女潟周辺にある散策用の歩道を歩きな

がらのラインセンサス法と水面を見ることのでき

る高台2カ所からの定点観察法を用い，潟の内部

に出現したすべての鳥類を記録した（図1).ただ

し，単に通過のために潟の上部を飛来した鳥類に

ついては，調査の対象外とした．種の識別にあた
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っては，ラインセンサス法では8倍の双眼鏡，定

点観察法では20倍の望遠鏡を用いた．また，ヨシ

に隠れて姿を確認できないものでも，声で種の同

定が可能であったものについては，記録に加えた．

また、今後の調査で潟の利用が確認される可能性

もあるので、参考までにあげておく．

・キジ科キジ

・キツツキ科アオゲラ

〃 アカゲラ

〃 コゲラ

・ヒヨドリ科ヒヨドリ

・ヒタキ科ウグイス

〃 キクイタダキ

〃 オオルリ

・シジュウカラ科コガラ

〃 ヒガラ

・メジロ科メジロ

・ホオジロ科アオジ

・アトリ科ウソ

・カラス科カケス

また、潟上空が渡りのルートになっているため

に建物に衝突して姥死したものとして、

・ヒタキ科トラツグミ

〃 センダシムシクイ

〃 メボソムシクイ

があげられる．

Ⅳ鳥類相の概要

今回は冬期間が未調査であり，鳥類相の全体像

を報告することはできないが，それ以外の期間に

ついてはおおよそ以下のようになっている．

1．4月～6月中旬

マガモ，コガモ，キンクロハジロ，カルガモ，

カイツブリ，オオバン等の水鳥が優先する．また，

採餌のために訪れるアオサギ，ダイサギなどのサ

ギ類が開放水面の周辺部に，周囲から巣材を求め

てやってくるシジュウカラ，ヤマガラなどのカラ

類等が潟の最外部で見られる．また，水面近くで

小昆虫を狙うツバメの姿が多く見かけられる．

2．6月下旬～9月下旬

ヨシの中で繁殖するオオヨシキリが圧倒的に優

先し，一面オオヨシキリのさえずりで満たされる．

また，同じく潟で繁殖しているカイツブリ，オオ

バン，バンなどの水鳥の声が時折ヨシの茂みの中

から聞こえ，巣立ちした雛を連れた姿を見かける

ようになる．8月以降になると，ほとんどの鳥類

が繁殖を終え，それまでの喧I喋が'唯のように静か

で安定した状態になる．

3.10月初旬～12月中旬

夏鳥が去り，冬鳥がやってくる時期で、優先す

るマガモに加え，ヒドリガモ，オナガガモ，カル

ガモ等が少ない開放水面に姿を現すようになる．

また，これらカモ類を狙うハヤブサの姿などもと

きおり見受けられるようになる．カモ類にとって

ヨシは猛禽類の攻撃から逃れる絶好の隠れ家にな

っているようである.12月になり，気温が下がっ

て水面が結氷すると，カモ達は禁漁区の開放水面

を求めて移動し，潟は静寂に包まれる．

4．その他

今回の鳥類目録には入れないが，実際に女潟の

まわりを歩くと，目録にあげた33種以外の鳥類が

よく見かけられる．今回の調査では，直接には潟

を利用していなかったものの，’1録にあげた鳥類

となんらかのかかわりを持ちながら生活しており，
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V生息する烏類の利用目的

今回の調査で観察された鳥類の潟の利用形態を

表lに示す．

表l女潟に生息する鳥類の利用形態

種 名繁殖 備考採餌

カイツブリ

ゴイサギ

ダイサキ、

アオサギ

マガ､モ

カルガ．モ

コガモ

ヒドリガ､モ

オナカ力霊モ

ホシハジロ

キンクロハジロ

トビ

ノスリ

ハヤブサ

バン

オオバン

キジバト

カッコウ

ツバメ

ハクセキレイ

モス

ルリビタキ

ツグミ

オオヨシキリ

エナガ

ヤマガラ

シジュウカラ

ホオジロ

カシラダカ

カワラヒワ

スズメ

ムクドリ

ハシボ．ソガラス

ハシブトガラス

○ ○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○

巣材調達

巣材調達

巣材調達

巣材調達

計 6種 33種
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Ⅵ鳥類目録

FamilyPODICIPITIDAEカイツブリ科

1．Podicepsrufico"jsカイツブリ

F.ARDEIDAEサギ科

1.Nycticoraxnvcticoraxゴイサギ

2.Esi℃ttaalbaダイサギ

3.Ardeacj"e正aアオサギ

F.ANATIDAEガンカモ科

4.Anaspﾉatvi畑"chosマガモ

5.A・poecilorhynchaカルガ､モ

6.A.creccaコガモ

7.A・peneﾉopeヒドリガモ

8．A.acutaオナガガモ

9.Aythya企""aホシハジロ

10.A.fu/堰リノaキンクロハジロ

F.ACCIPITRIDAEタカ科

11.Mi/vusmigransトビ

12,Buteobuteoノスリ

F.FALCONIDAEハヤブサ科

13.FaﾉCOpelEgrinusjaponensisハヤブサ

F,RALLIDAEクイナ科

14.Gallinurachloropusバン

15.Fulicaatraオオバン

F.COLUMBIDAEハト科

16.StiEptopeliaorien厩"sorientalis

キジバト

F.CUCULIDAEカッコウ科

17.Cuculuscanorusカッコウ

F.HIRUNDINIDAEツバメ科

18.Hirundorusticasutturalisツバメ

F.MOTACILLIDAEセキレイ科

19.Motac"ﾉaaﾉbaﾉugensハクセキレイ

F.LANIIDAEモズ科

20.Laniusbucephalusﾓズ

F.MUSCICAPIDAEヒタキ科

21.Ta応噌ercyanurusルリビタキ

22.Tl"ぴus、”mannIeunon]usツグミ

23.Acrocepﾉ7aﾉusarundinaceusオオヨシキリ

F.AEGITHALIDAEエナガ科

24.Aesithaloscaudatusエナガ

F.PARIDAEシジュウカラ科

25.Parusvanusvariusヤマガラ

26.P.majorminorシジュウカラ

F.EMBELIZIDAEホオジロ科

27.Embelizacioidesホオジロ

28.E.rusticaカシラダカ

F･FRINGILLIDAEアトリ科

29．C2muelissinicaminorカワラヒワ

F.PLOCEIDAEハタオリドリ科

30.Passermotanusスズメ

F.STURNIDAEムクドリ科

31.Sturnuscineraceusムクドリ

F.CORVIDAEカラス科

32.Corvuscoroneハシボソガラス

33.C.macrorhynchosjaponensis

ハシブトガラス

Ⅶ要約

2001年4月から12月まで，秋田市金足女潟の

鳥類を調査した結果,19科33種の鳥類の利用が

確認された．このうち，繁殖が確認されたのは，

5科6種である．
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